
Title 高橋幸八郎著 近代社会成立史論
Sub Title
Author 宇尾野, 久

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1947

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.40, No.6 (1947. 6) ,p.353(47)- 360(54) 
JaLC DOI 10.14991/001.19470601-0047
Abstract
Notes 書評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19470601-

0047

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


■ミ; ぐ”マ 
 ̂ - 1 J ノブ \1 、■ノ •ふ!い， … 小f i V,…!ぃ，\ れ：吣い」

-

,‘ 

.

§

潮
，月
物
时
屋
仲S

璧

'」

、

S
S:
一
.'
.
:
'
.
.
^

:̂
这
^

^

^
:-
:
1
'
>;
;

^

乂̂
>"
^

於
1/
*
.
益̂
'
^
^
^

ゎ
金
體
％

記

錄
‘、規
't
r
.̂
#

4

f

^

t

^

'

>

o

n
 

か
に
.，す
る》

」

と

が

出
.^
す
、
，̂

だ
激
憾
で
‘は
务
る
へ
か
、

同
仲
間
組' 

.合
0

^

的̂
特
質
故
ほ
‘
1-
れ
>

_
知
^
る
>

;
.|
;

ガ
出
來
^
、>-
'
0
、
- 

勿
^
及
^

^
な
間
题
で
は
义
る‘が
^
他
の
^
戶
に
お
け
る
仲
間
組 

合
に
比
し
1
、、
組
合
員
の
•經
濟
的
協
力
性
'か
細
い
方
で
あ
を
と
い 

ふ
ご
と
が
出
來
±,
、5
。
 

‘ 

■
•
>
.

■
{ 

ノ

ふ 

* 

:
' 

V 

'
. 

，
、

'命
利

..i
i

十

.

5

.七

.月

.九

.日

ぎ

、

.高

橋

幸

八

郞

氏

箸

r

近

代

社

會

成

立

史

論

」

.

罄

久

,
高
橋
幸
；

<

郞
氏
の
近
蕃〖

近
代
社
會
成
立
史
論

—

麗
I

濟
i

史」

■ 

し
.

(

白
本
評
詭
駄
版〕

に

挺

し

感

想

を

私

は

同

書

の.編
別
に
從
つj

し 

•書
き
綴
る
。
兇
づ
.

「

4
言〔

「

，
方

法

論

的

」

，立

場

に

づ

ぃ
.で
ビ
：か
ら
--
0

,

■

.著
者
高
撟
氏
がV
贫
料
の
重
要
性
を
花
'當
に
評
價
し
つ
つ
も
い
わ
ゆ
る 

,r

史
科
の
故
隸
.

f

ど
，し‘マ
實
證
生
義
、.客

觀

主

庸

の

、
框

內

忆

踢

蹲

す

る

，
こ 

各
を
峻
拒
し
セ
香
专
の
わ
金
く
し
い
。
史
學
わ
決
^
て
史
料
^
そ
、
 

の
も
め
で
わ
な
い
。0
フ
ム
ブ
h
ヒ
ト
忒
ii
解
丨
歴
处
研
究
と
歷
史
紙
述
と

il.

藝

崖

囊

f

iE
着

徵

靈

ぜ

：

,

1
诸
に
.ょ
つ
て
の
み
前
進
せ
し
め
ら
れ
る
。

'1

と
AC-
ろ
の
サ
ダ
H
1ト 

史
¥
が
ポ
ク
.r
l
-フ
ス
キ
I
忙
ょ
.つ

て

備

向

せ

し

め

，
ら

れ

た

，の

わ

ま

さ

に

か 

.

ふ
る
史
學
の
狹
險
化
に
あ
つ
を
。
レ
ー*1レ

か
6
:
!々
わ
如
何
な
’る
齓
產
‘ー
 

を
拒
岙
t
る
か
?,」

X
I

办
四
宄
岸
>

1』

^:
グ

ラ

ー

ド

發

行

>

の

か

册 

i
子
の
屮

で

次
の
>
.ぅ
に.の
べ
て
ゐ
る
，
。

「

#
蒙
者
わ
1
た
ぶ
へ
彼
に
固
有' 

;

^

^
:̂
^
め
於
ぐ
と
も
\

5
、定

の

社

會

，

§
|

^
を

信
'
する4
力 

;
K-

一
 I，

キ
料
、繁

、
，
ザ

で

に

そ

の

'̂
屑をても、

.
L
fの

社

會

靈

睃

か

，ら

尻

込

み

れ

す

，る

」

も

#
奢

わ

す

で

に

セ

 ̂
ロ
ソ
ー
ハ
史
學
’の

迆

產

」

^

舞

々
¥
:

发̂

|:
-
'

〉

^

3?
-

?

_̂;
^

@

^

1

3
ポ̂

^

:

^

^

没

や

公

’

パ

：

へ

迪

作

取#
成M

史

論
-v

•

, \

'

,

,

を
織
眾
さ
れ-

る
に
當
つ
て
發
展
さ
る
べ-きM

S
〔

發
M
ゎ
對
立
物
の「

岡 

'
¥」

で
ぁ
る
0-
-
-レ
.丨-I

ン
全
集
十
三
卷
三
〇

一
頁

〕

が
自
己
の
遺
篋
の
中 

に
#
在
す
る
.こ

と

更

に

そ

の

遺

產

の

.
矛

盾

の

發

展

か

ら

尻

込

み

し

て

わ

な 

ら

ぬ

最

初

'に
@
ボ
‘せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
，
_

惑

■

議

雪

_

霞

象

著

奮

に

_

1_
,賽

^̂

的
方
法(

3.
浮
h
a'
e
名fressive〕

、

を

歷

史

學

の

論

理

水

準

の

^.
揚
と
じ

说
汝.
■
_
^
?
;
Y
:
#
j
n

:x
填5:

看

讓

」

‘て

蘇

免

へ

の

が

の

.禀

挎

ク

フ

き
當
つ
た
際
に
マ
ル
ク

.ス‘

の
，次
の
言
葉
を
思
ひ
出
し
て
今
更
乍
ら
マ
ル
ク 

,
ス
の
懞
大
さ
を
し
の
ん
だ
で

「

人
間
の
解
剖
は
猿
の
解
剖
に
對
，す
る
鍵
で 

•

あ
る」

'
 

(
I

濟
學
批S

と
。‘

又
ご
れ
と
同
樣
，
に
前
揭

0 .

+

ル
ク
ス
の
轭

. 

濟
的
範_

に'

つ
，，

‘

い
て
のS

®

の
方
は
も
と
の
こ
と
を
ぅ

^

fj
:

け
ぶ
も
の

^

 

あ
る
0,
そL

て
こ
び
祺
が
资
當
性
を
も
つ
の
れ
人
間
社
會
の
フ

1
ル
マ
ッ■ 

ィ
オ
ン
が
前
避
的
な
系
列
を
成
し
て
ゐ
る
こ
と

^

曲
來
す
る
。

(

ヴ
ェ
ラ
••、
 

.

ザ
，
ス
リ
ッ
チ
宛
の
手
蹲

)

. 

> 

'
'
プ

.へ
‘.

,

シ

•

,

著
諸
わ
更
に
f
洋
世
思
、
プ
ジ
7
的
歷
史
的
生
產
澈
會
の

r

つ
.た
^
日 

本

，
の

封

奮

構

減

に

對

し

て

.、「

紙
ら
く
純
粹
に
封
建
伯
な
も
の
で
は
な
い

」

^

■

■
1

_
塞
ー
1 ;
養

翁

鼉

霞

議

麗

漏

字

_

需

に
壤
ぇ
ち
れ
て
ゐ
ヶ
ル
マ
ン
ぜ
建
社
會
に
つ
丨
い
て
の
，

ト
A
プ
ソ、
y 

8

 

か
^

 ̂(J. 

w
*

 

T
h
o

B.pson, F
eudal G

e
r
m
a
n
y

 r
p
’ 2
9
2
0

又
は

ジ
ョ
J
ジ
*
バ
.
1
:

卜
ン
‘，
ア
ダ
ム
ス
が
エ
ン
サ
イ
グ
ロ
 

y

1
デ
ィ
ア
•
ブ

，
リ
タU

ヵ
'十
：
一
版
で
.

I
制

丧

を

j

漾

に

妝

函

的
is
•
解

す

ベ

加

ら

ざ

か

鼢

鎌
1

|

|

1

^

1
灘

|

8

£纖

| |
_
麗

醫

_

_

_

_

蜱:>•叉’ 
へ”，麵

f

T<
i 
r
 

i
? 

' 

*
> 

-
? 

*
• 

J 

i
 

-
a
t 

、
A 

«
o 

i
f 

> 

v 

* 

‘
，
？
/
' 

s 

7 
i 
tArl,
•
、
t ノ
, 

4 ' 

*
.
1

ト
 

V

*
> 

, 

' ノ

i!



■8
:.
^

^

^
韻

^

^

■

讀

黨
a

l

^

を

指

^

し

た

^

、

そ

の

外
 

A
o
s
e
p
h

 

,
c
a
!
n
e

 

中
 e

 

L

e
、
M

C
a -
e 

F
£

a
L

 

. 

M
e
t
i
t
,
I
>
a
t
a
i

〗
Il’s

,

 

T
h

e
’
F

s
d

a
l

'

 

M
o

n
a

r
c

h
y

‘
i
n

 

F
r

a
n

c
e

 

&

W
n

g
k

n
5
i

 

M

l

.
等

々

を

考

へ

合

せ

る

,

が

，'「

特

殊

^

市

民

^

偏

.
 

说

」

ぐ

と

し

て

迤

不

：T
さ

れ

た

「

ョ
，
'

ロ
ッi

中

世

^

土

地

所

有

の

歷

史

齡

述

J

 

:

;

X I

セ

为

わ

る

.，

「

击

典

的

に

犛

な

世

界

史

變

措

搆

此

の

指

標

- -

9

广1:.. 

-

言j

;;
r
a
5

衫

、'
そ

れ

が
「

類

輩」

の

雾

又

わ

方

法

論

-^
/
ト

限

り：

.

^
.
0

f

の

な

り

、

か

ぐ

て

上

原

博

士

の

指

摘

さ

れ

た

如

'ぐ

(

獨

逸

中

II
'
一

凝

»

1

1

|

砸

響

领

^

^

^

^
備

§

^

如

象

離

^

^

酿

酿

齡

' 1
|

奮

靡

疆

_

繼

1

錄

1 1
1

—

.

、今

後

奢

者

の

.露

史

的

段

機

構

成

の

硏

究

が

す

X

め

、ほ

進

む

ほ

？

「

類

一
 

型

」

學

の

v

o

- g
l

t

o

n

yわ

ょ

し

そ

れ

が

如

斯

に

靈

な

も

の

で

あ

ら

ぅ

な

る

の

で

わ

な

か

'
-
I
V

つ

か

？

-

/ '"

• 

•■‘
 

a
 

土

地

所

f

問

S

S

鍫

S

も

本

爵

部

か

で

わ

あ

，る

が

’

な

矣

そ

の

入

蘇

で

わ

な

い

。

' 

' 

,

.

,

’ 

,

^

ス
タ

^

^

シ

の

人

頻

讪

贫

史

^

茈

本

的

錢

展

段

楷

の

喵

代

分

け

に
 

就

{

0

要

求

わ

之

等

の

醫

X

わ

類

槪

今

心

の

盡

的

規

定

と

わ

爽
 

"

宛

的

に

相

逾

す

る

-o
, 

•

• 

,

0
 

> 

' 

, 、 

• 

- 

'

••
»

,

f

^
'r1

編
、
？

一
 
ッ

パ

資

本

主

翁

の

國

民

か

_j

類

型

，
す

現

代

p

 •

. 

へ

通

擧

氷.1
雙

1*

^

^

:

_

_

|

_

_

_

|

_

:

_

七

'
C
1- S
四
、

〕

、

'■■

_ 

•

ゾ

ね

营

フ

ー

フ

ゾ

ス

'革

命

の

：

7;
ル
.
ジ

ョ

ヮ

的

性

1

を

浮

彫

に

し

て

ゐ

る

0

フ
一 

ラ

ン

ス

I

ブ

-
ル

^

ョ

ヮ

革

命

」

そ

れ

わ

ク

V
ボ

ト

キ

ン

の

，
言

ぅ

や

ぅ

に

「

幾
 

•
世

紀

.も

か

' \
つ

て

地

'中

に

根

を

下

ろ

し

、

警

熱

烈

な

る

改

最

た

ち

で
 

さ

•
へ

も

そ

の

奢

作

中

に

そ

れ

を

攻

る

こ

と

を

敢

て

な

し

得

な

い

ほ

' 

■'ど

に

；？

確

か

り

と

動

か

し

難

く

見

え

る

所

の

制

度

の

ft
'

少

年

間

に

於

ナ

.
る

 ̂

^
.
.
.
.

■•^
.
.
.

ぐ
ぐ
，
，
ソ

ソ

へ
...

S

1

1

譲

.

_

_

_

1

?

_

_顏

1:
ァ

'
'1
1

^

^

1響

_舅

.樣

德

况

観_

_
，

：̂

§|
]
.蒙

1:
:
，

をぃ

I

葡

^

^

譬

：«

の
_

1
_

繼

そ

眷
. |
:

_

觉
I :
;

:

' へ

賓

^

！i
f

藤

儀

靡

键

爾

邏

廉

挪

麻

喊

务

が

；
每

职

^ :
:

起

々
€

が

^

^

,
I:
:'-:.
 
ニ

'

ン

っ

,\

;:塞

1

|

^

^

^

_1:
1

|^
§

^

^
驗

1 :
# :
:
ー

_

ー_

鎖
1

|

^
與
^

^

^
義

_

_

_

,
£"
々
；

fc
o 

• 

i 

#

■ 

. 

、
 

今

，

麵

一

■

爆

_

- 1
_

顏

遲

^

^

 義

■

の 

_

^

成

" >
'

、

〉

,
わ

な

い

。

そ

と

？

わ

对

產

贫

の

オ

府

の

'所
路

と

し

て

の

资

本

|

の 

蟹

で

あ

る

2;
と

を

忘

れ

1
わ

な

ら

ぬ

0 

•

,

,

.

マ

ー

.
ユ

フ

マ

.ク

チ

ユ

ァ

時

代

に

於

い

て

わ

资

本

わ

い

ま

だ

T

m
汜

者

j

 

.

と

わ

^

ら

ぬ

。

だ

'が

資

本

^

i
M

,

フ

マ

ク

)

チ

？

時

代

の

權

成

的

矛

茂

、
 

の
，中

點

た

る

>-
/
と

忘

れ

て

わ

な

ら

ぬ

0

，こ

の

點

を

沒

却

す

る

と

、

こ
の

,

,

時

代

S

顧

力

Q

f

格

S

わ

證

崙

£

落

す

，る

。

レ

i

'
ン 

“
ゎ
'タ

ぶ

嗲

と

し.て.
0
:、階

級

分

化

に

法

§
5
^

る
0
丨

發

雯

邦'

p

.

m
、
下
卷
 一 
厚

頁 

6 

 ̂ハ
、

-/:
: 

, 

'
 

■ 
‘ 
- 

ノ
 

/
 

,
 

-

,
ロ.シK

財

建

社

會

を

棒

微

#
け

る

，ミ1
ル
、
、
ぞ
れ
は
/̂
>は
や
、
近

代

的

物

ノ

. 

1 

神を
防
ぎ
と
め
る
唯

「

の
城
-̂
で

わ

な

か

つ

た

，。
土

地

^

 ̂(

そ
~れ〔

に
'も
•

’ま
U
て
來̂

^
制
^
義
H
ツ
T.
I
リ
八
ヴ6

の
，您

意

，之
、
、
、

〉

)
ル
內
部
で
の 

,

ブ
ル
ジ
ョ
ヅ
的
諸
關
係
の
發
生•わ
す
^

 ̂
口
シ
ア
社
倉
を
絕
肖㈣

に
も 

へ
農
樂
生
產
办
の
滅
退
丨
エ
，

v

ケ
ル
ス〕

相
對
的
に
も(

農
民
層
のS
E
)

,、:

窮
乏
せ
‘し
，め
て
ゐ
た
。.、尸
か
ダ
社#
CD
:
危
機
H
、人
民
：̂
不
幸
わ
こ
れ
の-み
.

:
‘ 
/

に
止
贫
ら
な
い
。
孝
越
的
遺
等
外
資
本
主
義
§
^
取
ゆ
，顧
篇
な
轉.化
6
た 

ぐ

パ

時
,>
窮
芝
と
困
亂
わ
蓝
に
會
語
に
絕
し
，た
も
の
也
な
る
。
、

(

ク
-ロ,。ホ
，卜 

'キ
ンf

、L

承
，命
家
•の
思
ひ
出」

吠
杉
榮
譜〕

か
丄
る
ズ
'ル
汐
3-
;1
7
'
地
主 

,へ
的
搾
取
の
口
シ
ア
の
野
鑀
な
袋
小
路
に
對
し
て
行
わ
れ
た
農
抵
解
放
於
虬

,'

.

生
に
七
つ
て
い

さ
、
か

の

利

益

の

喪

失

^
?
勘

定

に

久

ら

ぬ

こ

と

わ

も

は

や 

,
/、
明
1
1
!
&
,
辦
®-
で
あ
.る
Q (

ヴ
ィ
リ
ナ
總
督
ナ
ズ
ィ'、モ
V
に
與
え
ら
れ
だ
解 

,
.，放
に
歸
ヤ
1
勅

書

ル

■

雜
さ
水
た
齊
本
のW
紐
な
國
々
り
美
事 

,
,I
薄
命
の
類
型
の'中

で

わ

な

；
し

に

資

本

生

義

の

最

4
遲
れ
た
國
々
で
の
弱 

に
い
が
じ
が
し
.！f

趣
慮
な
資
本
、
及
び
ツ
ァ
，
1
1
,ズ
ム
の
&

のI中

革

命 

\

 

'

_も
そ
の
本
貫
的
篇
>,
*曝
露
し
た
0
,(1
)
し

-
:

.

ぐ

、

•

,

.そ
れ
に
も
か
'
\あ
ふ
ず
フ
ラV

ス
わ
茈
/L
ベ
寧
命
の
龃
國
、で
あ
る。
#

,
者
^
優
4
た
闺
魂
^

進
-
4
か̂
眞
理
苑
め
孰§'
が

、
問
題
の
核
ゲ
ぇ
說 

•

.く

メ

ス

、
ヲ

つ

き

さ

じ

て

ゐ

る

。

 

へ

：

-

-

.

.

、

■>
-
•
-
-
--
•
.
'
. 

..

:>
'•>
,>.
..*
.
.r>
„'
'ー';;
,
.:.
-.ー
 

'

.
-\
-.
'
-
-
.
--
....
:1
.••
;.?
..•,
:•
:
-•»f-

J-
,
.--
V':
-.'
-
'
,;'
.
'、•

〈 

3::
一：
 

v
v
v.
-
v
?;;
-»
->
、
％
 

r
'
,
r
.
-
. 

•

•»〔

'o
l 、'ず.'.

.
'-,
>-.

(

'''
-
.
.
v 

••
.
-

•i
'
v
d
v
V-
:..;

.'

.
-

、
■ 

S
'

が
X
る
相
逾
汐
對
照
念
明
確.に
^
し
た
も
I
と
し
'て
、
ス
タ
1
1}
)

, 

、
：

.

へ

，

二
：
-

< 

>
:厂

.

-
r
-
r
r
:

:.
ノ：r 

■ 

,

_

，
：
：
 

k 

* 
_ 

,
r、

. 

： 

; 

.

. 

.
V 

/ 

■ 

• 

* 

. 

, 

c 

:

.1

:
ン「

レー

一

i

シ
主
義
の
兹
礎」

五
、「
農
民
間
題j

參
照
。
- 

■
¥
■■
' 

r

第I 

s

*，所
^
農

奴

襲

に

就

い

て

；丨

封

建

的

土

地

所

有

の

本

驚

錐

， 

;

び

に

そ

の

變

質

斷

程

一

」

ノ
に
つ
い
て
9 
/

;
 

„

. '「

フ
ダ
ン
ス
，は\
周
知
の
如
く
、
冲
世
封
建
制
度
^
典
型
で
ん
る
と
同 

,
時

に

近

此

絕

對

主

義

，の

浮

^

で
' 4
り

、-、
眼

も

か

の

大

革

命

に

^

^

て

舊

制 

.

、
度>

廢
棄
じ
、
.近

代

社

會

を

創

造

し

，
た

點

に

‘於
い
て
：！/
何
れ
の
國
に
も
雄 

，
類
な
き
冉
典
さ
と
轉#
ざ
と
，を
宗
し
た
。

,

.

.
こ
の
^
に
、’
#
べ
は
多
く
の
事
襄
を
フ|ス
ン
又
に
於
い
て
求
め
る
で
あ. 

ら
パ
。4 

0

1四
瓦
？
だ
が3
办
ご
と
が
写
わ
れ
得
る
た
め^ -
は
>

乾
激
-わ 

^

•
の
い
.力
ゆ
る
，

r

冷
嚴
&■
作
^j

の
'
故

に

前

掲

の

ト

ム

プ

シ

ン

そ

の

他 

-
/
-の
人

.々の
-批

判

に

應

ぇ

ね

ば

な

ら

な

い

-
0 

■•
 

: 

、

■
こ
の
場
4
:-
J

ス
ミ
ン
ス
•キ
r
を

「

類
型
ぼj

の
引
合
ト
に
出
す
こ"

V

 

_ 

間
逾
つ
.て
.ゐ
る
0
コ
ン
'ミ
ン
ス
キ
.丨
权
正
當
に
も〔

^
介
者
‘が
意
蹄

一
.

，
如

何

に

か

、

わ

ち

ず

：

3

典
型
的
莊
園
の
形
成J
崩

！̂

間

題

を

•

如

觀
 

.

'-土
地
观
有
弟
磨
か
分
北
の
柳
題
と
し
て
提
起
し
て
ゐ
る
。、

0

0

.

3

 

AJ,

の

こ

と

い

わ

土

地

關

係

の

最

も

本

質

的

な

部

^
'
た

る

地

代

# .
態

、

從9 

:

,

て

地

代

の

ト
V
!
.ガ

：丨
の
•階

級

癖

成‘の

問

題

に

造

發
f

る

。•>
/
"
-
、 

、
v
で

著

密

わ

言

ぅ

、

「

4

は
い
へ
、
把
握
わ(

怒
g
i
d§
y
c

s:
K*
^

 ̂

に
欢
1

れ

，打

狀

な

ら
'ぬ」

>*(

ニ
_四
莨
5

と
。
だ
が
全
，|&
1
的
把
徨
と
わ
例
別 

,
-硏
淹
の
反
措
定
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
,0
勿
論
七
れ
は
落
帖
あ
る
累
積
を
■、
 

'意
味
す
を
も
の
で̂

T

い
‘
0ネ(1
)

1

ぐ

.

'
 

-

一
 

：

.



，代，. 
社” 
曾'

蜜::
ま‘;

し

-

S

,
ゎ
續
け
a
f
,本

稿

は

所

覆
#W

秦

I

へQ

故

判

接

觸

鞑

及

， 

び

-^
阳

窥—
に一

,

つ
の
カ
豁
沢
お
か
，
れ

る

r

ち
I

に
，、

近

代

國

氏

運

15
'

7

臾
序
說
の
マ
^
た
^
も
^
で
^
る」

ス
1
1姻
買)

と
◊
,ザ
が
^

^

^

本

來 

の「

§
^
め
場」
JJ(

論
带
激)

で
決
必
；ら
れ
ね
ば
だ̂
な
い
0
可
故
な
，

'

ら
間
^
の
發
展
、
ハ
政
治
ぇ
の

)

躕

大
わ

，
茁
に
：
ム

の

‘

「

馨

の

場」

の
巾f
っ 

。

諸
，
々
の
矛
盾

.を
11
.芽

デ

る

か

ら

で

あ

る

01
;
‘ 

' 

: 

• 

/ 

、

,

_
、
• 

Vマ' ル

ク

ブh

パ
ン

V

ル
ス
、

レ
ー

if 
'
y

V
,，
ス
タ
广
リ
,
を
貫
く
出̂
'

:

V

 

.
史
^

^

間
題
提
起
ぶ
そ
芷
に
社
嘉
濟
的̂

刑
と
ー
學
の
要
請
と

^ - 

V

眞

反

對

に

r
^

代

魔

现

動

j

 

n 

5
'命
卜
处
の
展
開
と
し
ハ
出
發
す
ノ

•:
;
. 

• 

- 

■

•
.
 

.. 

. 

vyv 

.
-
<
•
.
.
、： 

.

.
•

•I
,
.
.
; 

.

.*
マ
？ 
:
 

.
-
.
- 

>

.

.
 

.V. 

.

.

:
'
t

-/
ぶ
.
.
.
4
.
.
. 

•■•»
.•<
,

フi

フ
V:
ス
革
命
の
序
曲
も
や
は̂■
费
者
が
芷
し
v
指
f̂
l
'さ
れ
だ
p
5•
,

I

 

ぃ「

所
謂
^
"奴
解
妓
<|
_
_
«
と

呼

ボ

れ

る

ん

の

、で

あ

つ

た

0「

所

謂J
と

わ

か

，
つ 

て 

A 

•ド
一
ズ
シ
ラ
か

「D
i
e

 

llrzdtj C
S
G
r
u
n
d

rlg
か；， 

l

卜
's
p
w
. 

5
3
.
)

と

述

べ

た

路

の

瑪

倒

な

--
;
.
^
^

」
(

上

原

博

士
「

輝

逸 

r

近

.̂
跫

學

硏

究.

J

九

養〕

と

い

ぅ

ょ

り

も

「

農

奴

解

放

」

が

、
_

， 

锊

、

茈

に

相

反

す
4
寧

に

斷

す

る

著
_

銳

い

涧

敎

に

凼

る
6
.へ
.

：
/*
■ 

;
蓉

者

わ

、

疋
'じ
眼
，
光

を

紙

贺

に

徹

し

が

x
:
s奴
解
放
狀j

の
&

寄
 

ば
く
ろ
し
、
：

「

厥
放」

え
わ
'、

「

農
姊
，

」

と：「

良
S

を
，

£
-
* 

ニ 

5

匕
と
で
ぁ
づ
た
こ.と
'を
明
快
に
指
摘
さ
れ
で
ゐ
る0
だ
が
'̂

れ 

わ
:'
'
同
時
，に「

領
主
制
的
土
^

6
有
(2
)
=
' 

f
tf
_
J
.の
タ
イ
プ
の
池
域
的- ' 

'
 

,

/ 

[
 

: 

,

S

S

-

I

P 
づ

，，

ノ

 

, \

'

相
邀
^

：

T

に〕

そ
れ
をis{̂

す

る

農

氏

分

解

，、
農
种
ブ
ル'o'
'ノ
ョ
T7
,
>ジ
ー
、

-

近

代

市

晨

等

の

成

>

;に
よ

る

^

般

量

を

探

出

し

っ

、

、

フ

ラ

ジ

s
i 

.
，

、屬

の

政

治

的

S

求

と

0
-相

7/
-
;滲

透

霧

楚

い

て

そ

の

物

'質

1
構

智
 

の

近

代

的

製

匿

轉

換

過

程

を

期

確

な

、

i

し

め

，
る

事

^
よ

つ

て

真

^
セ

さ

L

•
.る
。

、

；’

し

、
、

“

，

、

、
、ヴ 

’
 

ノ

 

I

こ9

嚓
重
要
な
袤
絕
對
塞
の
史
的
、

一き
的
あ
法
則
を
も
、ち

、

-フ
ラ

へ

ン

5

絕

對

*:
-
£政
の

‘性

.格

を

1

色

に

0
O

つ

ぶ

さ

ぬ

こ

と

で

^

か

o .
•

■ 

< 

‘

「

粮

殊

性

わ

，

1

-f
e

的

敗

宛

9

祓

合

」

，
々

あ

る

と

，ゅ

.ぅ
の

わ

誤

っ

て

I
 

,

‘
.
る

。

歷

处

.に
を

'ぃ
て

.わ
ム

殷

恭

が

特

殊

を

，通

じ

て

具

現

す

る

の

で

あ

タ

 

力

Y

て

具

現

し

f

c1

馨

％

特

殊

H

よ

；

^
强

く

制
！

！

さ

4

る

こ

と

が

間
 

ノ

,|
題

な

 

0
で

釭

る

、

(3
)

' 

. 

’ 

.
 

-ノ

，：

 

' 

\

ぐ

f

「

類

型

4

學

的

益

型

の

^

合

叉

歲

み

•す
て

が

腐

ち

.に

歷

史

を

形

成
ナ
る
も
の
で
•わ
な
い
？ 

ノ

\ 

' 

’ 

1

*

*

1
 

, 
一 

* 

* -

” 

S

.V
V
だ

が

；史

的

唯

•■物

論

わ

.た

.
V
•
本

質

的

な

^

の

办

.み
を

硏

努

し

て

、
，偶

然

』

,
.的
犮
も
ぶ
を
硏
究
し
‘な
.い
と
ゅ
ぅ
や
^\
な
~贬
1
さ
わ
み
じ
ん
も
，5
つ
て
"
‘ 

,

r為
な
^

,°
永
旧
廣
氏
課「

唯

物

論
.^

經
驗
批
判
論
硏
ゼ」

M

S
頁
。
'そ 

れ
ゼ
こ
ろ
，か
、
ィ
リ
-

^
わ
-あ4

辟
抽
象
敗
な
费
學
の
間
題
をf

ず
る
.

.
t>
當

つ

-
て

'
' %
-
な

を

生

沽

か

ら

'

'i
i

>も
遊

離

し

ゴ

ゐ

な

“

事

を

明

記

す

ベ

き
だ
。
.
.
-.■
、
■ ; 

■

,

.

.

.

.

.

.

.

.

,

:
:

ノ 

/

 

: 

: 

% 

.
 

,

•
:(
2

，土

地

所

有

、わ

, ^
園

社

: #
ぬ

最

も

本

質

的

’篇

分

p

お

A
か

、

，

M

、

、

.
莊

民

の

.對
抗

關

係

わ

，よ

.
y
廣

汎

で

あ

、る

0
.、、

.

.

.

.

.

.
<
.
, 

•

:

.

' 
:
、

K *

.

,
ブ

o
ッ

ク

及

び

'

ス
ぐ
、
、

\
ス
：

.キ

r
わ

領

主

の

ノ

慾

袁

又

れ

意

思

の

V

 
ニ
 

,

\
シ

ア

キ

I

ヴ

認

め

る

 

と

に

，夂

り

こ

の

過

^ ;
を

具

體

的

^
ら

し

め

た

。

• 

- 

. 
•
.'
,.1.
•• 

• 

*
:
•
" 

V
- 

- 

<
-
v 

• 

I
I
;
.
. 

it-/l
 

.. 
f
 

... 

- 

c
.
t 

.. 

« 

.
4 

.

.

.

.

.

.

. 

- 

.

.t
;

\ 

, r.i
 

. 

•
•
!
•
•
• 

,..•••• 

f 

;
• 

I

”
(3
)

,
史

.

f

唯

俶

論

ゎ

-こ

の

過

報

を

對

'3
/
:物
の

相

互

滲

透

^
丨

矛

/S
1

發̂

展

* 

-

:
と

ゆ

ケ

姿

に

於

い

て

捭

义

亡

ゐ

る

。

’

\ 

(

の̂

過

程

ゎ

满

謂

權

ヵ

=

:̂
に

:^

る̂

，
矛

猫

か

ら

"
物

，賓

的

權

^
に

.

-

於

け

’る
對

1

#
氣

に

國

杓

、

‘

' «
外

敝

對

立

に

测

-2
>
ま

で

取

，命

(

權

戍

的
 

-ン

矛

^

の

热

冲

〕
E
,

於

'い
て

そ

の

中

軲

を

辭

呈

す

る

。

史

的

法

則

七

魟

く

<

,

_迄
も

，

!1
已

を

賞

徹

す

る

0

U
か

し

か

\ '
が

法

則

を

赏

贫

せ

じ

め

る

も

の
 

ゎ

岡

俳

す

る

，物

質

，阶

，=
階

辄

吹

人

問

で

ぁ

‘る

。

>

'
 

V
 

,
バ

-
^

ゴ
1編
> 
封
雄
社
會
繼
/
々
1
對
#

、に

就
い
.てr

:
l

絕
，言

lir

’

, ' 

,戚
立
/
.の
逋
繫」

に
つ
い
て
。
ぃ

——

' 

\ 

_ 

‘ 

,
/ 

" 

i

s

 

密

わ

ル

、ッ
チ
ス
キ
ム

—

マ

ル

ク

，
ブ
产
ッ

.ゼ
を
引
蔽
し
つ
ぐ
， 

^.
1
及
チ
七

「

池

所

清

め

形

態

：

=M

フ
ズ
ス「

農
榮
制
度
吸
型
，

〔

の
，把
握
を 

研
究
の
，

『

礎
石」

k

>
-t
、
M
に
、〔

B

J
か
X
るr

型
,-
7
の
旋
阳

.の
纯
明
を
掘
4
さ

バ

ぞ
/ 

, 
-
、

' ;
'
• 

:
 

, Z 
\

習

の

金

純

^
溝
造
の
礎
石
が
靴
しV
側

究

に

て
—
 

ふ
か
ぬ
さ
办
っ1 ,
>̂
-

巾̂
恍
^

^

展
に
も
か
、
わ
嗚
ず
、
尙
農
業
，に' 

へ
么
り
た
こ
と
更
に
そ
扎
が
诚
私
、
思
酿&•齡
亂
と
相
菹
！1
4衝
七
合
'い
‘咋 

ら

奶

代

社

省

體

制

、え

と

運

p

を

開

始

し

た
^
七
；̂

等

興
i

な

い

可
 

パ
個
々
，の
，議

撕

度

の

r

型j

の
1
づ
^

^
せ

が

、

「

そ
~し
，
て

と

ぅ

笤

っ

た

'-
—1型」 

ま
た̂

鬆

的

かr

段

階

的*
p.
造

的J 

(

，l
ff
i
lo;
5

.沘

ふ
ノ
： 

, 

I
代5

g
i
i
%

臾

謫

パ
J
 

:

パ
ノ

し

，

:へ
パ

I:

::-i.其？

f,1 
■!.
5>
51
y

)：
&
V.

チ

f

パ 

V

 

v
.
5
i 

K
*>
,
" 

ノ

J

5

r

®

^

t- &
'

€

^

h

^t >
0

'
 

/

: r
,
 

丨

、

,c
f

柄

業

資

本

の

發

展

の

裎

庳

わ

鹿

業

赘

本

の

發

肢

P
程

度

に

反

比

例
 

:

，す

る

^

ノ

ゅ

シ

漫

本

，

』

の

著

卷

に

ょ

っ

^
樹

立

ざ

拉

だ

法

則

3(

レ

|

、
 

:

<
 a

ア

r

發

達

j

UI
M

^

S
、
ハ

下

卷

'
 
十

四

^
貞

〕

秦

レ

て

か

¥
る

¥

、
 

'な
る

、雨

毁

本

ダ

カ

舉

的

運

動

で

わ

>

,ぐ
眞

に

兩

者

の

決

死

的

、な

「
阋

讲

1_
:

.

で

あ

る

こ

と

を

忘

，れ

で

凇

な

ら

，ぬ

.0
' 

V

 

' 

'
、

‘ 

.

,

.

' 

，と
«9
過
椒
わ
‘(

一
)

'封
逑
家
fs
M

の

分

.M
と
共
\fo
l

',
:C

孤
立
農
艰 

輕
濟
(1
‘ッ

'5
>

ス
ト
的
手
3:
.
||
.
^
一 

部

を
:%
超

，
點

，
と
、
ず

る

^
'

筆
者)

'新
た 

な>

"

>
ァ
ク
チ
ュ
ア
が
'
海
港
に
、
！

X

わ
舊
卿6

,

秦

«|
3

や
そ6

ッ
.ン
, 

■

.

フ
ト
制
放
の
手
の
倔
か
'な
か
っ
た
平
地
^;
諸

輿

に

，
髀

け

、
り

れ

…

：
铉

來
 

/ 

%

•權
諸
都
市
0
鼢l

i

な
抗
箏
を
，釀
し
出
す
，‘(

H

、ん
ゲ
ル
’ス
版r

良
本」

一

眞

に

，岸

命

的

な

過

程

か

ら

0 .
0

路

. 

‘

利

貸

資

本

、

.商
人

资

本

が

v t
i

rに
坐

產

，を

佩

摘

>

’
る

.顧

牛

的

逆

行

の

事

’ 

遛

に

ー

茧

る

造

^

さ

に

r

マ

二

ュ

フ

I
ク

：チ
，
ュ

r
が

赘

本

制

也

產

方

沬

の

支

- 

酤

的

形

態

ど

な

っ

て

'ゐ
、る

時

代

に

’̂

マ

n

ュ

7
ァ

ム

チ

み

ァ

め

_

特

6

 

,

‘傾

向

を

十

分

-ド
發

硖

世

し

め

ん

と

」

す

.
る

と

き

辕

々
、
の

障

寄

杧

逢

涪

_.す 

* 

(
H

ン

ゲ

'ル
ス

-取

T

資

本

J

一

卷

、

M

1

J頁

：

>

 

と

と

，を

妣

赞

ゼ

物

 

> 

語

つ

て

ゐ

る

。

-
、

、

、

-

へ
，
、
-
^
代

市

氏

經

齋

學

七

を

い

て

明

確

に

近

代

物

碑

學

の

成

果

を

と

乃

ス

れ 

.
'た
い
ア-r

グ
ィ
^
グ 

* フ
ィ
ッ
シ
ャ1 jfrvin̂

 

F
i
s
h
e
r
J
.
s
t
i
i

-o
^
a-a
c
a'v
,- 

J
n
v
e

w .t
i
g
a
t
i
o
r
i
j
l
l

 

t

h

e
i^
^

o

r

yo.
f V

a
l
u
e

 

a

nol
s

s

w

.
 

1

0 0

9

2

f
:-
r

:「 

\
 

:

v

v

-
 

* 

\
\

 

、

，，

i

‘
v

、

へ

，
' 

,

*

'

ハ

“

し

？

、

z

五

」

;

-

>

G

m

i
 ,

か

1 
/ 

パ
 

T、

J
^
r 
4
f
i
y

ふVふ

ニ，



づ

：

'
■

■
T

3

I

J货

ci
/
'
又

お

べ

货

 

1

フ

ス

(

f

 

J

a

^
fi
>

、ol
rt
>

,̂

. 
p

o
- s
*

: o
a
rぬ

-

r
e
p
r

o.d
u
i
t
e

 

<
i
§

w
i
a
r
n
o
,
t
b

 

>

デ

，

w

a

^

r

a
: wi

n
^
t
u
r

. ^
t
 

^
ゴ

^
0

3
!
!
£
0

^
,

な

,

/ 

.

.Gl
结
a
o
a
o
r
i
n
^
.
j
, 

1

't
D
l尸
f?2

1
7

 

A
. 

P
r
l
c
n
i
p
e
s

 

d
^
c
o
g:
m
i
e 

p
o.
r
e
,
. 

-f
'

す
ァ
屈
み
ソ
及
び
パ
レ
ト̂
ぇ
も
が
尙
經
舊̂

麗
を
把
握
し
故
す、
ン 

.'

.
ビ
グ
1

、
’' b
ッ
ク
ス
？
 

'ハ
- <
5

又

お

メ>;)

ィ

ン

ズ

に

み

る

梦

轉

ぃ
 

^

え

の

路

を

た

ど

つ

た

，
^
す

-^
な

ら

ば

军

に

そ

れ

は

如

何

に

^
^
^
な

も

の

，，

-、で
あ
<
>,*
;
と
もf

機
械
論
；！
 

■のJ

語
に
ひ
き
，るp
,
^
b
,
l>
(2
)
' 

く

，

パ
.

’
>
^
的

探

统

に

を

い

て

.\
^

の
蕃
箐
わ
ま
さ
し
く
，こ
の
。

「

機
械
論」

、
の
危
機
,̂
,

,'

に
-
_
?
士

さ

奋

ゐ

る

0

す
た
だ
史k

禱

の

女
\
ラ

ン

さ

が

之

-̂
グ

r

 

,

.

.
ル

す

る̂
み

。
广
，

-
、
ぐ

 

VI.

.

'
、•
、
.

.

,
-
.
.
.
.
.
.
,
.£..

:•
/
、'
, 
'
 

.
 

• • -̂ 
■/.
 

■■.
 

.
 
-.
 

.
:
••
. 

.. 

v>: 

- 

- 

■

,
.
l
.
t'
.•
“ 

- 

.
，
.

••
.. 

.... 破 --

• •■ *
•
•
.
■'
-
>
>
-
■'
•
 

..: 

•• 

• 

• 

. 

.
*
-
.
.
.
.
.
. 

- 

-. L 

- 

, ' 

•
.

,

a

/

,

「

マ

‘
>
ユ

>ノ

ァ

ク

チ

ユ

ア

の

時

代

に

わ

キ

地

の

耕

#

を

副

業

と

 

-

し

ハ

ヱ

業

上

‘の
# -

傲

^
主

_

と

'し
::
0

ウ

4

6
か

，生

糜

物

1
必

$

に

广

叉

.、

,

' ^
商

么

手

^

^

問

掛

ボ

、

マ

ニ

1

3
ク

.チ

グ

に

著

す

る

'所

め
 

.
,

/̂
]
農

民

と

ゆ

ぅ

断

た

な

る

階

級

が

づ

く

リ

出

さ

れ

み

0
而

し

‘て
こ

の

摩

.

が
、

英

.滅

史

の

研

及

者

を

*1
>
て

#

初

に

昏

迷

せ

'し
''め

§:
現

^

の

_%
'
要

.ぼ

,

,i

阁

で

な

い

ド

し

て

も

へ

^

く

と

も

^

め

ー

原

如

と

な

つ

て

ゐ

い

る

の

で

あ

、

;•

.
る

」
(

H

A
ゲ

ル

ス

摩

パ

'「

.筆

,-
-
.

)

t

v
si
K
、

氣

,

者

ン

%

ゾ

：
j

個

别

分

散

的

な

マ

ニ

ュ

フ

ァ

ク

チ

-ュk

ゎ

大

抵

ゎ

小

農

業

；

^

合

す

る

.

' 

，
'
も
の
K
あ
つ
て
々
れ
わ
‘唯
‘一
ガ
肖
由
な
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ダ
チ
ユ
ア
欠
の
で
あ

 ̂

 ̂

A
I 

- 

» 

a 

• u
,%

，ザ
、エ.
1
:
.
ラ
.ィ
、
ハ
ル
ー
ト
.
^
,で.？

v

タ
•
ス
 

>

f
r

.
i
> 
:
.
.
.
,
ゆ
.就
い
て
^

常

.̂
.̂
-. 
'次
の
^
;5
_.に&-
;べ
rc
ゐ

..
る

マ

，

'ッ
ク

.ス
ー

.

.
» >
..エ 

I.
バ

、

-

,—

わ
*
代
，を

资

本

、

1-1
-義
と
ハ
同f

視(

こ
め
跳
r

w
r
e
n
t
a
n
o

 D
a
s

:--
•■
、
，
：
.
^

音

&.
爲

3

1: ^
爸

.

.

.
:
.
:

;す

4
ヤ

ぅ

^

寻

姐

^

^

牝

と

％

無

緣

‘次

あ

る

0
彼

，
の

见

解

わ

、

き
わ 

ぃ

，

汝

て

ト

で

あ

る

。

…

？

と

わ

^

え

、

衣

代

「

都

市

軌

站

虫

義

j

 

.

,

,

:

.

:

.

^

^

抄

许

代

邀

奴

制

度

の

'諸
關

保

の

理

論

.わ

.
>
-
ま

^

も

マ

ッ

(

ス

，
•ウ
 

9 

•

工

ー

パ

ー

そ

の

人

か

ら

出

て

來

て

ゐ

；

の
，で

釭

る

0
.
1

〔

前

揭

#

1
~ :

ハ

页

〕

> 

自

.
ウJ

 
一 

r
 バ

1

の 

メ
，

^

^

g

gHi
rt
-

§

fx
- Qe

w(e
i
l
s
c
h
a
f
r

■を
筲

く

、 

L
、
'、

>

,
ネ

粮

贅

* >
u

に

近

代

講

壇

社

會

科

%

の

.精
隨

.で

■あ
る

。

一1:

第

編

'
*
近

 
1

翦

化

の

二

つ

の
f

i

s
 

k

Rて
、
I

土
地
間
. 

-
•ノ
題
に
於
け
る_
碰
的
透
視—

」

-に
り
い
て
0 

, 

ノ 

,

「

一
一
つ4
.體
^」

L
J
;
わ̂
レ
ー
二
ン
に
よ■つ
て「

ア
メ
リ
，J
^

^

1一
 

,

^「
K

 

ロ
シ
ャ
的
道j

'
と
し
て
法
揭
付
け
ら
れ
た
也
の
で
あ
る
。
だ
が
浮 

ド
：..流
t

ル
，
ク
：
ス
，
■
主

義

. ^
.と

•

令

を

經

濟

主

義

的

え
る
こ
々
.を
し
な
が
つ
.た
レ
ー
ニ
ン
に
を
い
て
わ
こ
の
場
合
に
も
常
に

「

' 

‘：
政

治

わ

斜

摩

の

適

用

で

各

令

」

又

は「

政

治

わ

經

濟

め

筆

で

あ

.る

>
更 

.

にr
I

切
め
階
敛
攀
わ
政
治̂

^
と
し
て
あ
ら
出
れ
る

」

と
ゆ
ぅ
こ
と

 ̂

'
, 

/
 

-
ノ 

•
 

’
 

-
.

ぐ

マ
^

1
ス

ノダ
ン
ゲ
ル
ス)

わ
*'「

ク
9
丨
?€
に
對
す
„る
聲
明
書」

の
中
で

，
ド
イ
ツ
か
，
ら

ア

メ

リ

力

に

移

住

し

ぬ

-

「

眞

.I
E
社
#
ま

義

者

」

の;

へ
ル
，
マ

ン
•
. 

ク
y

1、ゲ

を

希

笑

し

、
農

氏

の

要

求

の

小

プ

ル

.ジ
ョ
ヮ
性
を
暴
露
し
た
が
、

V
. 

,
'
;:
L
力
-し
農
.
^
勛̂
め
非
常
^

^

敗̂
な
ひ
革
命
的̂

さ
え
あ
る
意
義
を̂

,;'
,
:
: 

*

と
め
て
、
農
氏
の
要
求
を
支
持
し
裊
。

(

ス

タ

ー

リ

久

「

，
レー

一r
ノ
主
義;'
• 

/の

詻

間

瘦

丨
！-

農
.民
問
顧に

.對
ず
る
黨
の
三
っ
の
主
耍
ス.B
. 
I
ガ
ン
に
就
r：.
• 

か
て」

、
兴
商
。

)

こ
.の
附
題
わ
、
そ
の
後
レJ 
ニ
ン
に
よ
.つ
て「

マ
ル
-ク

ス
> 

て
の
.ア
メ
リ
i 

.

『

職
分
割J

論」

-と
.ゆ
ぅ
論
'文
で)

ロ
シ
ア
の
ナ
ロ
ーK'
'
/ニ
キ
.■/
: 

「

社
會
主
義」

.

.め
ネ
ブ
个
ジ
ョ
ア
的
性
質
を
暴
露
す
る
こ
と
に
適
用
さ
れ

: 

^
3
{蓮
1

^
歷
史
的
軍
命
的
役
割
の|?
1
-則
が
こ
_乂
に
明
|ボ

さ

れ

た
。

こ
-
れ 

b
そ
レ
？
こ

ン

遂

仁「

プ
：ロ
イ
セ.ン
式」

■-士
：地
解
決
法(1
)
(に
對
立
さ
せ
.：， 

.て
、「

ア
メ
リ
カ
式J

解
決
法
と
^
づ
け
た
と
こ
ろ
め'も
の
で
あ
る
01

•
.

■

-
傭
の
.醫

馨

條

件〉
V

そ
疋
に
フ
ラ
V
ス
奮
の
性
格
を
紙
^
す
る
。

'
晋
々
わ
^
^
:
Aつ
た
史
的
法
則
が
歴
史
の
ご
の■場
面
に
必
ず
、
登

場

す

る

こ 

.
,て

法

ぞ;«
_
決

る

之#
ハ
に
そ
の.要

求

が.實

踐

的

な

も

の

，
と

^
亡
：：出

吃

ぐ

る

#'
^̂
^

丨
，も

也

や

ア
•力

デ

ミ

シ

ア

、
メ
の
紙

^
の
冗
西
で
わ
な
く
て
身
を
も，
2
0す
る
< 

. 

'階

級

馨

の

顧

只

中

で

決

定

さ

.るY

き
吼
顧
で.あ

り

、

ア
カ
‘デ

ミ>
K
.

ハ 

.

.
Aの
：

P

猶

免

顧

し.炎

綿

密

丼

つ

辦

到

な

適

論

の

.陶
冶
を
.經
ね
ぼ
た
ら
.ぬ
と
と
_
,
.
.
'

、.
'是
湖
-̂
:;;
H
本

妙

.石
#

^
難
命
.?>
過
程
ゎ
汶
さ
，にis-
の
事
實
を
物
語.
' 

.
.
.

'

農

業

>改
苯

を

.起

點

：
と

寸

る

•フ

c

 

•シ

ア

絕

對

主

義

の

.近

代

的

^

主

制

の

0 

裝

的

裝

置

轉

換

の

’ー

楫

^ .
|

/あ

る

0 

~

，「

最
後
に
第
五
篇
、
、市
民
革
命
の
構
造
展
望
、
試
論
-
:フ
ラ
ン
X
革
命 

,

史
硏
究
序
說
-

」

に
0
い
て
0
ノ 

■ 

.

，
-

.

著
者
が
、
封
建
的
な
母
胎
か
ら
生
れて

く

る

^

子
と
し
て
の
獨
立
小
商-

 

.

.生
產
.者
:.
|
|農
村
.手
エ
業
.者

r 

.
獨

立

自

潜

農

民

を

克

明

に

.フ

ラ

ン

，
ス

の̂

實

■

'
に
卽
丄
て
栎
出
さ
れ
る
限
り
に
於
い
て
、
そ
れ
は
疋
し
い
方
向
付
け
と
ヌ 

~

わ
'ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
こ
の
場
合
問
題
た
の”わ
ィ
リ
ー
ン
が
、j

九
、〇
五： 

部
の
革
命
の
上
め
に
と
つ
た
分
拆
方
法

(

マ
ル
ク
ス
の
業
論
か
ら
の
發:: 

.

•«
、
目1

化
の
«
論〕

^
者
慮
|̂
れ
ね
.ば
な
ら
ぬ
？.こ
め
場
合
ィ
リ
ト
ン
：
.：
 

.わ

、

ナ

ロ

ー

ド
'一•キ
と
の
理
諭
蹦&

か

ら

出

發

，
し
.て
、
市
場
論(

一
八
九
* 

三
年
V
を
以
？

濃
く
十
九
世
紀
末
め
ロ
シ
アte
會
の
發
展
方k

の
裁
本 

的
^
方
法
論
を
a
立
し
た
0
:ィ
リ
.丨
ジ
の
沛
場
論
わ
明
確
に
、、
封
建
社
會ノ
 

■
，か
ぢ
資
本
個
社
會
ぇ
砂
發
屬
過
程
ァ
法
則
性
を
規
定
す
る
卜
こ
の

’意

味

に； 

於
い
て
こ
の
理
論
れ
明
ら
か
に

マ

ル
>
ス
か
ち
の
-
發

展

で

あ

り

、

H .
,

つ
ナ
、
-

. 

ロ
1

ド
ニ
キ
的
な
、
ア
力デ

、
、
、
ッ
グ
な
、

資

本

論

研

f

決

定

的

に

た

も
. 

.

.

.
i
,
を
.分
つ.も
の
',で
，
あ

る:0
.
：
.'
.
,

'
.
:
:
:
:
'
:
:•
•
.

.

ご
の
場
合
イ
リ1
-ン
わ
: #
實
上
の
資
料
に•は
多
く
觸
れ
な
い
で
何
ょ
、り

： 

,
、
も

究

づ

こ

の
31
渡
期
の
，葙
本
的
な
資
本
發
風
の
法
則
ト
確
立
し
た
0

ち
が 

現
實
の
過
程
わ
決
し
て
ウ
ェ
ー
バ1.の
考
え
る
や
う
に̂

粹

に

貫
.1
さ
41

つ
，
て

餘

り

あ

る

で

あ

ら

^

^

-

•
へ

r

,
、

,
s
;

 

セ
シf

地
t

f

わ
S

タ
-
ィ

ソ

ノ

ハ

衾

v

ベ
ー
ルI
 ；

,

“，
る
%.
'

|
わ

を

。
例
え
ば—

ギ
リ
ス
に
於
い
て
.み
ら
れ
るT

に
史
實



ぐ

?
近

避

會

成

立

史

論

ス' 

y

 

ニ

,

！ 

/

-L'.; 
…

' 

L
_ 

■ 

- 

•
. 

. 

.

. 

- i 
.
 

■1
.',
'
.
上

;>
'
, 

V. 

- 

-■ 「

-■(-■■

■('Ĵ'w,
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